
 

 

 

 

充電式単 3 電池 40 本を動力源とする車両で、鈴鹿サーキット国際レーシングコ

ース(1 周 5.807km)のタイムアタックを 3 回行い、その合計タイムを競います。 

コースは、アップダウンが激しく、車体に負荷のかかるカーブが連続します。 

登りと下りでのエネルギーマネージメント、負荷に負けないタフな車体づくりが

必要とされる競技です。 

 

 

高校生部門 
 

2 大会連続 4 位入賞!! 


